
■雨森芳洲    朱子学者。白石・徂徠も一目置く才能ながら，出世を選ばず，日朝友好に生涯を捧げた。■雨森芳洲    朱子学者。白石・徂徠も一目置く才能ながら，出世を選ばず，日朝友好に生涯を捧げた。■雨森芳洲    朱子学者。白石・徂徠も一目置く才能ながら，出世を選ばず，日朝友好に生涯を捧げた。■雨森芳洲    朱子学者。白石・徂徠も一目置く才能ながら，出世を選ばず，日朝友好に生涯を捧げた。■雨森芳洲    朱子学者。白石・徂徠も一目置く才能ながら，出世を選ばず，日朝友好に生涯を捧げた。■雨森芳洲    朱子学者。白石・徂徠も一目置く才能ながら，出世を選ばず，日朝友好に生涯を捧げた。
あめのもりほうしゅう
足利学校再建足利学校再建足利学校再建足利学校再建足利学校再建足利学校再建1668＝      近江国湖北で，代々武士で医者になっていた家に生まれる。通称は東五郎。

幼いうちに，一家は京都に移る。

・・・・・・1677＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：＝ 9歳：

越後騒動・・1679＝11歳：京都で医者修業を始める。
徳川綱吉将軍徳川綱吉将軍徳川綱吉将軍徳川綱吉将軍徳川綱吉将軍徳川綱吉将軍1680＝12歳：

好色一代男・好色一代男・好色一代男・好色一代男・好色一代男・好色一代男・1682＝14歳：柳沢震沢に儒学を学ぶ。

堀田正俊暗殺堀田正俊暗殺堀田正俊暗殺堀田正俊暗殺堀田正俊暗殺堀田正俊暗殺1684＝16歳：父が急逝する。家業を継がず，_江戸に出て，木下順庵の門に入り，_江戸に出て，木下順庵の門に入り，_江戸に出て，木下順庵の門に入り，_江戸に出て，木下順庵の門に入り，_江戸に出て，木下順庵の門に入り，_江戸に出て，木下順庵の門に入り，

・・・・・・1686＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：＝18歳：
生類憐令始・生類憐令始・生類憐令始・生類憐令始・生類憐令始・生類憐令始・1687＝19歳：
日本永代蔵・日本永代蔵・日本永代蔵・日本永代蔵・日本永代蔵・日本永代蔵・1688＝20歳：_新井白石や室鳩巣と並ぶ五高弟の一人になり，_新井白石や室鳩巣と並ぶ五高弟の一人になり，_新井白石や室鳩巣と並ぶ五高弟の一人になり，_新井白石や室鳩巣と並ぶ五高弟の一人になり，_新井白石や室鳩巣と並ぶ五高弟の一人になり，_新井白石や室鳩巣と並ぶ五高弟の一人になり，
・・・・・・1689＝21歳：_木下順庵のもとに要請のあった対馬藩に藩儒に推薦される。_木下順庵のもとに要請のあった対馬藩に藩儒に推薦される。_木下順庵のもとに要請のあった対馬藩に藩儒に推薦される。_木下順庵のもとに要請のあった対馬藩に藩儒に推薦される。_木下順庵のもとに要請のあった対馬藩に藩儒に推薦される。_木下順庵のもとに要請のあった対馬藩に藩儒に推薦される。

対馬藩の江戸屋敷に仕えるかたわら，塾に通って研鑽をつみ，

世間胸算用・世間胸算用・世間胸算用・世間胸算用・世間胸算用・世間胸算用・1692＝24歳：順庵のすすめで長崎に赴き，1年間中国語を学んだ後，
奥の細道・・奥の細道・・奥の細道・・奥の細道・・奥の細道・・奥の細道・・1693＝25歳：*対馬に赴任。*対馬に赴任。*対馬に赴任。*対馬に赴任。*対馬に赴任。*対馬に赴任。

生類憐令頂点生類憐令頂点生類憐令頂点生類憐令頂点生類憐令頂点生類憐令頂点1695＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：＝27歳：

・・・・・・1697＝29歳：長崎で再び，中国語を学ぶ。この頃，結婚。
吉保大老格・1698＝30歳：対馬に戻り，*朝鮮方佐役という外交の実務を担当する役職を命じられる。*朝鮮方佐役という外交の実務を担当する役職を命じられる。*朝鮮方佐役という外交の実務を担当する役職を命じられる。*朝鮮方佐役という外交の実務を担当する役職を命じられる。*朝鮮方佐役という外交の実務を担当する役職を命じられる。*朝鮮方佐役という外交の実務を担当する役職を命じられる。

赤穂浪士討入1702＝34歳：_初めて釜山に渡り，_初めて釜山に渡り，_初めて釜山に渡り，_初めて釜山に渡り，_初めて釜山に渡り，_初めて釜山に渡り，
赤穂浪士切腹1703＝35歳：_倭館に滞在して朝鮮語の修得につとめ，_倭館に滞在して朝鮮語の修得につとめ，_倭館に滞在して朝鮮語の修得につとめ，_倭館に滞在して朝鮮語の修得につとめ，_倭館に滞在して朝鮮語の修得につとめ，_倭館に滞在して朝鮮語の修得につとめ，
団十郎刺殺・団十郎刺殺・団十郎刺殺・団十郎刺殺・団十郎刺殺・団十郎刺殺・1704＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：＝36歳：*朝鮮の日本語辞典作成に協力，明治になっても使われた朝鮮語教科書｢交隣須知｣を作成。*朝鮮の日本語辞典作成に協力，明治になっても使われた朝鮮語教科書｢交隣須知｣を作成。*朝鮮の日本語辞典作成に協力，明治になっても使われた朝鮮語教科書｢交隣須知｣を作成。*朝鮮の日本語辞典作成に協力，明治になっても使われた朝鮮語教科書｢交隣須知｣を作成。*朝鮮の日本語辞典作成に協力，明治になっても使われた朝鮮語教科書｢交隣須知｣を作成。*朝鮮の日本語辞典作成に協力，明治になっても使われた朝鮮語教科書｢交隣須知｣を作成。
御蔭参流行・御蔭参流行・御蔭参流行・御蔭参流行・御蔭参流行・御蔭参流行・1705＝37歳：_方言までマスターし，語学の天才といわれ，帰藩。_方言までマスターし，語学の天才といわれ，帰藩。_方言までマスターし，語学の天才といわれ，帰藩。_方言までマスターし，語学の天才といわれ，帰藩。_方言までマスターし，語学の天才といわれ，帰藩。_方言までマスターし，語学の天才といわれ，帰藩。

貴重な異文化体験がのちの生き方を決定的なものにした。さらに，_自ら日常会話集をつくり，藩に通詞の_自ら日常会話集をつくり，藩に通詞の_自ら日常会話集をつくり，藩に通詞の_自ら日常会話集をつくり，藩に通詞の_自ら日常会話集をつくり，藩に通詞の_自ら日常会話集をつくり，藩に通詞の
養成所まで創立させて，指導にあたった。養成所まで創立させて，指導にあたった。養成所まで創立させて，指導にあたった。養成所まで創立させて，指導にあたった。養成所まで創立させて，指導にあたった。養成所まで創立させて，指導にあたった。

徳川綱吉没・徳川綱吉没・徳川綱吉没・徳川綱吉没・徳川綱吉没・徳川綱吉没・1709＝41歳：釜山に渡り，倭館枡の調査。

冥途の飛脚・冥途の飛脚・冥途の飛脚・冥途の飛脚・冥途の飛脚・冥途の飛脚・1711＝43歳：_第八次朝鮮通信使の真文役として，江戸を往復。途中一行とともに，故郷守山の地に入った。また名分を_第八次朝鮮通信使の真文役として，江戸を往復。途中一行とともに，故郷守山の地に入った。また名分を_第八次朝鮮通信使の真文役として，江戸を往復。途中一行とともに，故郷守山の地に入った。また名分を_第八次朝鮮通信使の真文役として，江戸を往復。途中一行とともに，故郷守山の地に入った。また名分を_第八次朝鮮通信使の真文役として，江戸を往復。途中一行とともに，故郷守山の地に入った。また名分を_第八次朝鮮通信使の真文役として，江戸を往復。途中一行とともに，故郷守山の地に入った。また名分を
重んじ，同門の新井白石と将軍王号問題で論争した。思想的重んじ，同門の新井白石と将軍王号問題で論争した。思想的重んじ，同門の新井白石と将軍王号問題で論争した。思想的重んじ，同門の新井白石と将軍王号問題で論争した。思想的重んじ，同門の新井白石と将軍王号問題で論争した。思想的重んじ，同門の新井白石と将軍王号問題で論争した。思想的に自立する契機でもあった。に自立する契機でもあった。に自立する契機でもあった。に自立する契機でもあった。に自立する契機でもあった。に自立する契機でもあった。

和漢三才図会和漢三才図会和漢三才図会和漢三才図会和漢三才図会和漢三才図会1713＝45歳：＝45歳：＝45歳：＝45歳：＝45歳：＝45歳：｢告訃参判使｣として，釜山に渡る。
絵島事件・・1714＝46歳：銀輸出制限について，白石と交渉。｢隣交始末物語｣，

対馬藩の主要政務である朝鮮との応接に活躍，朝鮮語，中国語に通じその声名は内外に高かった。
徳川吉宗将軍徳川吉宗将軍徳川吉宗将軍徳川吉宗将軍徳川吉宗将軍徳川吉宗将軍1716＝48歳：
隅田川の桜・隅田川の桜・隅田川の桜・隅田川の桜・隅田川の桜・隅田川の桜・1717＝49歳：江戸藩邸に出向。荻生徂徠と交際する。

・・・・・・1719＝51歳：_第九次朝鮮通信使の真文役もつとめ，江戸往復。_第九次朝鮮通信使の真文役もつとめ，江戸往復。_第九次朝鮮通信使の真文役もつとめ，江戸往復。_第九次朝鮮通信使の真文役もつとめ，江戸往復。_第九次朝鮮通信使の真文役もつとめ，江戸往復。_第九次朝鮮通信使の真文役もつとめ，江戸往復。
洋書輸入解禁1720＝52歳：｢陳賀参判使｣として，釜山に渡る。
小石川薬園・1721＝53歳：_24年に及んだ朝鮮方佐役辞任して引退したが，_24年に及んだ朝鮮方佐役辞任して引退したが，_24年に及んだ朝鮮方佐役辞任して引退したが，_24年に及んだ朝鮮方佐役辞任して引退したが，_24年に及んだ朝鮮方佐役辞任して引退したが，_24年に及んだ朝鮮方佐役辞任して引退したが，
・・・・・・1722＝54歳：＝54歳：＝54歳：＝54歳：＝54歳：＝54歳：

・・・・・・1727＝59歳：建言により朝鮮語通訳の学校がつくられた。
徂徠没・・・徂徠没・・・徂徠没・・・徂徠没・・・徂徠没・・・徂徠没・・・1728＝60歳：_朝鮮関係についての｢交隣提醒｣を著す。この本は相手の国の文化を尊重することの大切さを説いた現代_朝鮮関係についての｢交隣提醒｣を著す。この本は相手の国の文化を尊重することの大切さを説いた現代_朝鮮関係についての｢交隣提醒｣を著す。この本は相手の国の文化を尊重することの大切さを説いた現代_朝鮮関係についての｢交隣提醒｣を著す。この本は相手の国の文化を尊重することの大切さを説いた現代_朝鮮関係についての｢交隣提醒｣を著す。この本は相手の国の文化を尊重することの大切さを説いた現代_朝鮮関係についての｢交隣提醒｣を著す。この本は相手の国の文化を尊重することの大切さを説いた現代

に通ずる名著である。に通ずる名著である。に通ずる名著である。に通ずる名著である。に通ずる名著である。に通ずる名著である。
梅岩心学始・梅岩心学始・梅岩心学始・梅岩心学始・梅岩心学始・梅岩心学始・1729＝61歳：_呼び出されて｢裁判｣として釜山倭館に赴任し，_呼び出されて｢裁判｣として釜山倭館に赴任し，_呼び出されて｢裁判｣として釜山倭館に赴任し，_呼び出されて｢裁判｣として釜山倭館に赴任し，_呼び出されて｢裁判｣として釜山倭館に赴任し，_呼び出されて｢裁判｣として釜山倭館に赴任し，
・・・・・・1730＝62歳：*｢誠信堂記｣を草して贈り，帰国。以後，著述と子弟の教育に専念。*｢誠信堂記｣を草して贈り，帰国。以後，著述と子弟の教育に専念。*｢誠信堂記｣を草して贈り，帰国。以後，著述と子弟の教育に専念。*｢誠信堂記｣を草して贈り，帰国。以後，著述と子弟の教育に専念。*｢誠信堂記｣を草して贈り，帰国。以後，著述と子弟の教育に専念。*｢誠信堂記｣を草して贈り，帰国。以後，著述と子弟の教育に専念。
・・・・・・1731＝63歳：＝63歳：＝63歳：＝63歳：＝63歳：＝63歳：
享保大飢饉・享保大飢饉・享保大飢饉・享保大飢饉・享保大飢饉・享保大飢饉・1732＝64歳：この頃，_その思想を良く示す｢たはれ草｣を著す。_その思想を良く示す｢たはれ草｣を著す。_その思想を良く示す｢たはれ草｣を著す。_その思想を良く示す｢たはれ草｣を著す。_その思想を良く示す｢たはれ草｣を著す。_その思想を良く示す｢たはれ草｣を著す。

・・・・・・1734＝66歳：側用人に就任。
昆陽蕃藷考・昆陽蕃藷考・昆陽蕃藷考・昆陽蕃藷考・昆陽蕃藷考・昆陽蕃藷考・1735＝67歳：｢治要管見｣，

ﾛｼｱ船出没始 ﾛｼｱ船出没始 ﾛｼｱ船出没始 ﾛｼｱ船出没始 ﾛｼｱ船出没始 ﾛｼｱ船出没始 1739＝71歳：長男が死去。
・・・・・・1740＝72歳：＝72歳：＝72歳：＝72歳：＝72歳：＝72歳：

梅岩没・・・梅岩没・・・梅岩没・・・梅岩没・・・梅岩没・・・梅岩没・・・1744＝76歳：随筆｢芳洲口授｣｢野藪談話｣成る
徳川吉宗隠居徳川吉宗隠居徳川吉宗隠居徳川吉宗隠居徳川吉宗隠居徳川吉宗隠居1745＝77歳：

義経千本桜・義経千本桜・義経千本桜・義経千本桜・義経千本桜・義経千本桜・1747＝79歳：随筆｢橘窓茶話｣成る。
忠臣蔵・・・忠臣蔵・・・忠臣蔵・・・忠臣蔵・・・忠臣蔵・・・忠臣蔵・・・1748＝80歳：｢芳洲詠草｣成る。_人生の最後に，大和ことばの勉強を思い立ち，｢古今集｣一千遍読誦，和歌一万首詠草_人生の最後に，大和ことばの勉強を思い立ち，｢古今集｣一千遍読誦，和歌一万首詠草_人生の最後に，大和ことばの勉強を思い立ち，｢古今集｣一千遍読誦，和歌一万首詠草_人生の最後に，大和ことばの勉強を思い立ち，｢古今集｣一千遍読誦，和歌一万首詠草_人生の最後に，大和ことばの勉強を思い立ち，｢古今集｣一千遍読誦，和歌一万首詠草_人生の最後に，大和ことばの勉強を思い立ち，｢古今集｣一千遍読誦，和歌一万首詠草

の願をたてて，実行した。まさに生涯学習の先駆者であるといの願をたてて，実行した。まさに生涯学習の先駆者であるといの願をたてて，実行した。まさに生涯学習の先駆者であるといの願をたてて，実行した。まさに生涯学習の先駆者であるといの願をたてて，実行した。まさに生涯学習の先駆者であるといの願をたてて，実行した。まさに生涯学習の先駆者であるといえよう。えよう。えよう。えよう。えよう。えよう。
・・・・・・1749＝81歳：＝81歳：＝81歳：＝81歳：＝81歳：＝81歳：
自然真営道・自然真営道・自然真営道・自然真営道・自然真営道・自然真営道・1755＝87歳：対馬日吉の別荘で，_没した。_没した。_没した。_没した。_没した。_没した。

没後刊行された著書に｢橘窓文集｣｢たはれ草｣その他があり，また朝鮮関係の著には前記の他｢朝鮮践好沿革
志｣｢□林聘事録｣などがある。

中公新書｢雨森芳洲｣，明徳出版｢叢書･日本の思想家7｣，｢人づくり風土記(滋賀)｣，｢日本史重要人物101｣，｢没年日本史人物事典｣，平
凡社百科事典，


